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こ
の
た
び
、
10
月
1
日
か
ら
社
会
医
療
法

人
仁
生
会
細
木
病
院
の
院
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
堀
見
忠
司
で
す
。
自
己
紹
介
を
兼
ね

て
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
20
年
に
高
知
県
佐
川
町
に
生

ま
れ
、
昭
和
39
年
に
私
立
土
佐
高
等
学
校

を
、
昭
和
45
年
に
京
都
府
立
医
科
大
学
を
卒

業
し
ま
し
た
。
当
時
盛
ん
で
あ
っ
た
学
園
紛

争
の
余
波
で
岡
山
大
学
医
学
部
第
一
外
科
に

入
局
し
、
岡
山
県
の
市
立
備
前
病
院
と
津
山

中
央
病
院
、
岡
山
大
学
附
属
病
院
に
勤
務

し
、
岡
山
大
学
医
学
部
の
助
手
、
講
師
、
医

局
長
な
ど
管
理
職
を
務
め
ま
し
た
。
昭
和
53

年
に
医
学
博
士
の
称
号
を
受
け
、
昭
和
55
年

か
ら
56
年
の
2
年
間
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
分
校
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）

の
外
科
に
留
学
し
、
全
く
新
し
い
世
界
を
体

験
し
、
強
烈
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た

留
学
中
、
世
界
で
初
め
て
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か

ら
成
田
空
港
ま
で
太
平
洋
を
横
断
し
て
死
体

腎
を
空
輸
し
、
仙
台
社
会
保
険
病
院
で
の

腎
移
植
に
成
功
し
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成

26
年
に
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
催
さ
れ
た

『Terasaki Festschrift M
eeting

』

の
臓
器
移
植
の
国
際
表
彰
会
に
招
待
さ
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
61
年
に
高
知
県
立
中
央
病
院
に
異
動

し
て
か
ら
毎
日
、
手
術
に
明
け
暮
れ
る
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
に
高
知
医

療
セ
ン
タ
ー
を
退
任
す
る
ま
で
の
15
年
間
、

副
院
長
・
病
院
長
を
務
め
、
高
知
県
の
医
療

と
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
の
経
営
に
全
力
投
球

し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
高
知
県
で
初
め
て
の

腎
移
植
や
肝
胆
膵
外
科
や
食
道
が
ん
の
特
殊

な
手
術
に
成
功
し
、
平
成
11
年
に
は
高
知
赤

十
字
病
院
で
、
日
本
で
初
め
て
脳
死
移
植
ド

ナ
ー
の
臓
器
摘
出
に
執
刀
医
の
一
員
と
し
て

携
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
、
日
本
で
最
初
の
県
市
中
核
病
院
の
統

合
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
運
営
、
毎
年
20
億
円
の
赤

字
経
営
を
単
年
度
黒
字
に
改
善
す
る
な
ど
い

く
つ
か
の
業
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
か
ら
は
、
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー

名
誉
院
長
な
ど
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
社
会

保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
高
知
支
部
の
医
療

顧
問
の
役
職
に
就
き
、
保
険
診
療
の
審
査
と

指
導
に
携
わ
り
、
3
年
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

私
の
医
療
に
お
け
る
専
門
分
野
は
、
消
化

器
外
科
、
肝
胆
膵
外
科
を
中
心
と
し
た
が
ん

医
療
や
厚
生
労
働
省
の
臓
器
移
植
対
策
推
進

功
労
賞
の
腎
移
植
を
中
心
と
し
た
臓
器
移
植

医
療
、
さ
ら
に
甲
状
腺
、
血
管
外
科
な
ど
の

一
般
外
科
や
医
療
経
営
、
病
院
管
理
な
ど
で

す
が
、
最
近
は
西
洋
医
学
と
漢
方
医
学
を
融

合
し
た
総
合
診
療
の
新
た
な
分
野
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。
ま
た
私
の
趣
味
は
、
柔
道
（
講

道
館
五
段
）、
陸
上
競
技
、
家
庭
菜
園
、
囲

碁
な
ど
で
す
。
本
職
と
趣
味
を
通
じ
て
、『
人

生
は
、
変
化
こ
そ
進
化
』
を
唱
え
る
よ
う
に

な
り
、
新
し
い
知
識
の
吸
収
に
余
命
を
燃
や

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
今
年
4
月
に
社
会
医
療
法
人
に
認

定
さ
れ
た
仁
生
会
細
木
病
院
グ
ル
ー
プ
は
、

一
貫
し
て
地
域
の
県
民
・
市
民
に
信
頼
さ
れ

る
基
幹
病
院
と
し
て
、
保
健
・
医
療
の
た
め

に
70
年
余
り
の
長
い
歴
史
を
刻
ん
で
参
り
ま

し
た
。
そ
の
細
木
病
院
の
偉
大
な
橋
本
浩
三

院
長
が
こ
の
た
び
退
任
す
る
に
当
た
り
、
不

肖
、
私
が
そ
の
任
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
我
が
国
は
、

医
療
制
度
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
我
々
の
使
命
は
変
わ
ら
ず
、
皆
様
に

安
全
で
安
心
な
「
患
者
さ
ん
を
中
心
と
す
る

医
療
」
を
提
供
す
る
こ
と
と
認
識
し
て
い
ま

す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 細木病院
  堀 見 忠司 新院長就任

ほり　 　 み　 　 ただ　 　 し

⃝経　歴⃝
昭和45年 京都府立医科大学
 卒業
昭和45年 岡山大学医学部
 第一外科入局
昭和55年 世界初の単純冷却法

にて太平洋横断輸送
の死体腎移植に成功

昭和61年 高知県初の生体腎移
植に成功

平成11年 日本初の脳死ドナー
の臓器摘出に成功

平成14年 高知県立中央病院
 病院長
平成18年 高知医療センター
 病院長
 日本初の病院ＰＦＩ

事業運営
平成24年 高知医療センター

名誉院長
平成27年 細木病院院長

◆外来担当◆
総合診療科 火 水
午前 ⃝
午後 ⃝
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7
月
18
日
に
三
愛
病
院
で

第
20
回
院
内
研
究
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
第

20
回
と
い
う
節
目
の
年
。
院

外
発
表
予
定
の
4
組
を
含
む

8
チ
ー
ム
で
の
発
表
会
と
な

り
、
参
加
し
た
職
員
は
、
日

頃
の
研
究
や
実
践
の
成
果
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。「
う
ま
く
い
か
な
い
」

と
い
う
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
工

夫
し
て
乗
り
越
え
た
結
果
、

患
者
さ
ん
や
職
員
か
ら
の

「
あ
り
が
と
う
」「
や
っ
た
ね
」

が
生
ま
れ
る
瞬
間
を
垣
間
見

た
気
が
し
ま
す
。
ど
の
チ
ー

ム
も
素
晴
ら
し
い
発
表
で
し

た
が
、
最
優
秀
賞
は
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
課
の
「
車
椅

子
の
選
定
に
難
渋
し
た
一
症

例
」
が
、
優
秀
賞
は
褥
瘡
対

策
委
員
会
の
「
チ
ー
ム
の
力

で
褥
瘡
治
療
」
が
受
賞
し
ま

し
た
。

　

今
回
発
表
の
あ
っ
た
内
容

を
活
か
し
、
今
後
も
さ
ら
に

医
療
の
質
の
向
上
に
努
め
、

地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
つ

病
院
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
総
務
課
主
任　

鳴
瀧
有
人
）

　

日
高
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

7
月
24
日
よ
り
、
高
知
県
中

央
西
地
域
に
お
け
る
「
糖
尿

病
患
者
等
の
重
症
化
予
防
事

業
」
と
し
て
栄
養
指
導
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

高
知
県
中
央
西
地
域
（
土

佐
市
、
い
の
町
、
仁
淀
川
町
、

佐
川
町
、
越
知
町
、
日
高
村
）

で
は
、
糖
尿
病
該
当
者
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
高
知
県
中
央
西
福
祉
保
健

所
が
主
催
と
な
っ
て
、
高
知

県
栄
養
士
会
か
ら
管
理
栄
養

士
を
日
高
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
派

遣
し
、
栄
養
食
事
指
導
、
糖

尿
病
予
備
群
の
発
症
予
防
な

ど
を
地
域
ぐ
る
み
の
予
防
活

動
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

栄
養
指
導
の
実

施
日
は
、
毎
月
第

2
、
第
4
金
曜
日

の
午
前
9
時
か
ら

午
後
1
時
ま
で
。

対
象
者
は
、
主
に

日
高
村
在
住
の
方

で
す
。
診
察
を
行

わ
な
い
栄
養
指
導

の
み
の
相
談
は
無

料
で
す
。

　

栄
養
指
導
相
談

は
基
本
的
に
予
約

制
で
す
。
日
高
村

在
住
で
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、

日
高
ク
リ
ニ
ッ
ク

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

日
高
村
で
唯
一
の
医
療
機

関
と
し
て
、
地
域
の
皆
様
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
作

り
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る

よ
う
、
日
高
ク
リ
ニ
ッ
ク
職

員
一
同
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
事
務
長　

尾
原　

団
）

演　題 部署（チーム）名 発表者

三愛病院における延滞未収金の
現状と回収方法について 医事課 西村秀晃

病棟クラークの取り組み
～空床集中管理（ベッド管理）

システムの構築～
クラーク会 藪内由香

感染管理ベストプラクティスの
成果 看護部ＩＣＴ 中平由佳

チームの力で褥瘡治療 褥瘡対策委員会 石山由香

独居男性利用者への援助報告 ホームヘルパー
ステーション高知 岡田恵美子

車椅子選定に難渋した一症例 リハビリテーション課 友村葉月

通所リハビリにおける
感染予防対策について

～集団感染につながらない
ための取り組み～

通所リハビリテーション 三浦恵子

子供の頑張る力を引き出そう
～プレパレーションの

取り組み～
外来 徳弘まゆみ

三愛病院

第
20
回
院
内
研
究
発
表
会
開
催

日　　　高
クリニック

糖
尿
病
重
症
化
予
防
栄
養
相
談
を
実
施
中

日高クリニック 糖尿病重症化予防栄養指導相談
実施日：平成 27 年 7 月 24 日～平成 28 年 3 月 25 日
　　　　毎月第 2、第 4 金曜日
時　間：午前 9 時～午後 1時
場　所：日高クリニック 2 階 栄養指導室
対象者：日高村在住者
　　　　※医師が栄養指導を必要と認めればこの限りではありません。
管理栄養士：和田博子（高知県栄養士会）
●お問い合わせ先 　☎ 0889-24-7785（日高クリニック代表）
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9
月
2
日
〜
3
日
に
第
46

回
日
本
看
護
学
会
ー
慢
性
期

看
護
ー
学
術
集
会
が
福
島
県

郡
山
市
の
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト

ふ
く
し
ま
で
開
催
さ
れ
、
細

木
病
院
か
ら
は
外
来
看
護
師

2
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
看

護
研
究
の
成
果
と
し
て
、

「
治
療
中
断
を
経
験
し
た
糖

尿
病
患
者
に
対
し
て
治
療
継

続
の
た
め
に
外
来
で
で
き
る

看
護
支
援
」
の
演
題
で
香
川

直
子
が
示
説
（
ポ
ス
タ
ー
セ

ッ
シ
ョ
ン
）
発
表
を
し
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
外

来
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で

具
体
的
に
患
者
さ
ん
と
い
つ

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る

の
か
」
と
い
っ
た
質
問
や
、

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
で

中
断
歴
の
あ
る
患
者
さ
ん
に

対
す
る
介
入
に
つ
い
て
の
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

研
究
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、「
外

来
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
を
深

く
掘
り
下
げ
て
お
り
、
外
来

の
み
な
ら
ず
病
棟
看
護
の
場

面
で
も
示
唆
に
富
む
内
容
で

非
常
に
参
考
と
な
る
」
と
い

っ
た
感
嘆
の
声
な
ど
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
同

テ
ー
マ
で
研
究
を
継
続
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
非
常
に

良
い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
ら
の
発
表
以
外
で
も
各

種
講
演
等
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
も

の
は
、
東
日
本
大
震
災
に
関

連
し
た
演
題
で
し
た
。
震
災

当
時
の
活
動
報
告
だ
け
で
な

く
、
震
災
発

生
か
ら
4
年

以
上
が
経
過

し
た
現
在
に

お
い
て
も
、

仮
設
住
宅
に

お
い
て
、
震

災
に
よ
っ
て

独
居
老
人
と

な
っ
た
方
に

頻
発
し
て
い

る
認
知
症
や

ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
と
い

っ
た
被
災
地
特
有
の
慢
性
疾

患
に
つ
い
て
の
考
察
も
印
象

的
で
し
た
。

　

糖
尿
病
は
数
あ
る
慢
性
疾

患
の
一
つ
で
す
が
、
当
学
術

集
会
に
参
加
し
た
こ
と
で
改

め
て
多
診
療
科
が
関
わ
る
疾

患
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
今
後
も
糖
尿
病
に

関
連
す
る
分
野
に
つ
い
て
は

貪
欲
に
学
習
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
外
来
看
護
師　

香
川
直
子
） 　

9
月
12
日
に
毎
年
恒
例
の

仁
生
ク
ラ
ブ
（
仁
生
会
・
積

善
会
の
Ｏ
Ｂ
会
）
の
総
会
・

懇
親
会
が
細
木
病
院
新
館
地

下
高
行
記
念
講
堂
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

19
名
の
Ｏ
Ｂ
が
参
加
さ
れ
、

皆
さ
ん
明
る
く
元
気
な
姿
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
会
計
報
告
、

会
則
の
一
部
変
更
、
役
員

の
改
選
、
来
年
度
の
開
催
日

程
等
に
つ
い
て
審
議
を
行
い

ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
、

監
事
の
近
澤
仁
夫
さ
ん
が
退

任
さ
れ
、
新
た
に
大
井
淳
さ

ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
病
院
見
学
を
行
い
、

今
年
新
た
に
導
入
さ
れ
た
最

新
の
デ
ジ
タ
ル
・
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

懇
親
会
で
は
、
新
企
画
と

し
て
ミ
ニ
健
康
講
座
を
実
施

し
、
小
林
誠
名
誉
副
院
長
に

「
65
歳
以
上
の
方
の
た
め
の

肺
炎
球
菌
に
よ
る
感
染
症
と

肺
炎
・
ワ
ク
チ
ン
予
防
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
講
義
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

細
木
病
院
グ

ル
ー
プ
の
よ

さ
こ
い
踊
り

が
披
露
さ
れ

る
な
ど
、
皆

さ
ん
楽
し
く

和
や
か
な
時

間
を
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も

で
き
る
だ
け

多
く
の
会
員

の
皆
さ
ん
に

ご
出
席
い
た

だ
き
、
賑
や
か
に
開
催
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

第
46
回
日
本
看
護
学
会
ー
慢
性
期
看
護
ー

　
　
　
　
　
　
　
　学
術
集
会
に
て
研
究
発
表

細木病院

平
成
27
年
度
仁
生
ク
ラ
ブ
総
会
開
催

平
成
27
年
度
仁
生
ク
ラ
ブ
総
会
開
催

仁生会

◆糖尿病・内分泌内科
　　　　　　（甲状腺外来）

にしやま　   みつる
西山　　充
外来診療日

午前

金

◯

細木病院
新任ドクター紹介

（非常勤）

学術集会に参加した
片岡典代副看護師長（右）と香川直子看護師
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メ
キ
シ
コ
に
住
む
孫
が
今

年
は
帰
国
で
き
な
い
と
言
っ

て
き
た
。
す
る
と
家
内
が

「
そ
れ
じ
ゃ
、
こ
ち
ら
か
ら

会
い
に
行
こ
う
」
と
言
う
の

で
、
5
月
13
日
〜
23
日
の

間
、
メ
キ
シ
コ
に
出
掛
け

た
。
成
田
か
ら
、
ア
エ
ロ
メ

ヒ
コ
と
い
う
メ
キ
シ
コ
の
航

空
会
社
の
便
に
乗
っ
て
約
13

時
間
、
直
行
で
メ
キ
シ
コ
国

際
空
港
に
到
着
し
、
イ
ン
テ

ル
ジ
ェ
ッ
ト
と
い
う
国
内
便

に
乗
り
換
え
、
1
2
0
0
キ

ロ
程
南
の
カ
リ
ブ
海
沿
岸
、

ユ
カ
タ
ン
半
島
の
先
端
に
あ

る
キ
ン
タ
ー
ナ
・
ロ
ー
州
の

リ
ゾ
ー
ト
都
市
カ
ン
ク
ン
か

ら
さ
ら
に
南
に
あ
る
、
キ
ン

タ
ー
ナ
・
ロ
ー
州
の
州
都

チ
ェ
ト
ゥ
マ
ル
に
降
り
立
っ

た
。
空
港
に
は
ブ
リ
ッ
ジ
は

な
く
、
歩
い
て
出
口
に
行

く
。
兵
隊
が
軍
用
犬
を
連
れ

て
見
回
り
し
て
い
た
の
で
聞

く
と
麻
薬
の
チ
ェ
ッ
ク
だ
っ

た
。
チ
ェ
ト
ゥ
マ
ル
は
人
口

35
万
人
と
高
知
と
同
じ
く
ら

い
で
、
治
安
も
良
く
気
持
ち

が
良
い
が
、
カ
リ
ブ
海
沿
岸

で
超
暑
い
。
孫
は
幼
稚
園
の

年
長
さ
ん
ク
ラ
ス
で
、
い
つ

も
は
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す

が
、
私
た
ち
に
は
日
本
語
、

そ
れ
も
土
佐
弁
に
な
る
。「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
何
し
ゆ
う

が
ー
」「
遠
か
っ
た
き
、
だ

れ
た
ろ
う
」
と
気
遣
っ
て
く

れ
る
。
夜
間
で
も
水
分
を
頻

回
に
摂
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

脱
水
に
な
り
そ
う
。

　

翌
朝
、
娘
が
鶏
を
買
い
に

行
く
と
い
う
の
で
付
き
合
う

と
、
何
と
朝
ま
で
生
き
て
い

た
鶏
が
さ
ば
か
れ
て
売
ら
れ

て
い
る
。
し
か
も
ブ
ロ
イ

ラ
ー
で
は
な
く
、
胸
肉
が
モ

モ
肉
よ
り
早
く
売
れ
て
、
し

か
も
高
い
。
日
本
と
は
ま
っ

た
く
逆
だ
。
メ
ル
カ
ド
と
い

う
市
場
に
行
く
と
、
ス
イ
カ

の
よ
う
に
大
き
な
パ
パ
イ

ヤ
、
干
し
柿
の
味
が
す
る
果

物
、
マ
ン
ゴ
ー
や
バ
ナ
ナ
な

ど
が
山
の
よ
う
に
盛
ら
れ
て

売
っ
て
い
る
。
し
か
も
超
安

い
。
メ
キ
シ
コ
で
の
主
食
は

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
だ
。
粉
に
挽

い
て
、
ト
ル
テ
ィ
ー
ジ
ャ
と

い
う
薄
く
て
丸
い
円
盤
状
に

焼
い
た
も
の
に
、
焼
い
た
牛

肉
、
豚
肉
、
鶏
肉
な
ど
を
巻

い
て
食
べ
る
タ
コ
ス
が
有
名

だ
。
お
い
し
い
し
、
辛
子
を

つ
け
て
食
べ
る
と
い
く
ら
で

も
食
べ
ら
れ
る
。
メ
キ
シ
コ

は
通
常
1
日
2
食
で
、
朝
食

後
、
昼
過
ぎ
の
4
時
ご
ろ
に

食
事
す
る
。
夜
は
少
し
夜
食

を
食
べ
る
が
、

普
段
、
肉
食
を

し
な
い
私
た
ち

な
の
で
、
お
腹

が
張
っ
て
い
て

1
日
2
食
で
十

分
だ
っ
た
。

　

チ
ェ
ト
ゥ
マ

ル
か
ら
南
西
方

向
へ
車
で
30
分

ほ
ど
行
く
と
、

イ
ギ
リ
ス
連
邦

の
国
、
ベ
リ
ー

ズ
だ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
入
場

式
に
4
名
程
で
出
て
く
る
国

だ
。
メ
キ
シ
コ
と
ベ
リ
ー
ズ
に

は
、
国
境
が
あ
っ
て
な
い
よ
う

な
も
の
で
、
自
由
に
行
き
来

が
で
き
る
。
大
き
な
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
の
店
が
た
く
さ
ん
並

ん
で
い
て
、
ま
る
で
西
部
劇

の
町
の
よ
う
だ
っ
た
。
し
か

も
、
売
っ
て
い
る
物
は
超
安

く
て
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
か

ら
わ
ざ
わ
ざ
買
い
出
し
に
く

る
業
者
も
い
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
カ
リ
ブ
海
沿
岸
の

町
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
民

は
肉
を
食
べ
て
、
魚
は
あ
ま

り
食
べ
な
い
。
シ
ー
フ
ー
ド

孫
に
会
い
に
ゆ
く 

〜
メ
キ
シ
コ
旅
行
記
〜

仁
生
会
理
事
長

　細
木

　秀
美

娘婿の勤務するメキシコ軍の病院の前で

メルカド（市場）に並んでいる
大きなパパイヤ、マンゴー、バナナなど

ベリーズ

アメリカ合衆国

キンタナ・ロー州メキシコシティ

メキシコ合衆国

チェトゥマル

カンクン
コスメル島
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レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
っ
て
み
た

が
、
エ
ビ
は
よ
く
食
べ
る

が
、
地
元
の
魚
が
出
て
こ
な

い
。

　

チ
ェ
ト
ゥ
マ
ル
の
北
、
有

名
な
カ
ン
ク
ン

の
南
100
キ
ロ
程

の
と
こ
ろ
か
ら

船
で
40
分
程
の

と
こ
ろ
に
、

コ
ス
メ
ル
島
と

い
う
メ
キ
シ
コ

有
数
の
観
光
地

と
し
て
知
ら
れ

る
大
き
な
島
が

あ
る
。
多
く
の

観
光
客
が
長
期

に
滞
在
す
る
島
で
、
何
万
ト

ン
も
あ
る
大
き
な
豪
華
客
船

が
3
隻
も
停
泊
し
て
い
た
。

コ
ス
メ
ル
島
に
1
泊
し
て
楽

し
ん
だ
が
、
前
日
に
マ
ヤ
文

明
の
有
名
な
ト
ゥ
ル
ム
遺
跡

の
観
光
で
、
あ
ま
り
に
暑
く

て
、
孫
が
熱
射
病
に
な
っ

て
、
そ
の
晩
に
は
40
度
ほ
ど

の
高
熱
が
出
て
驚
い
た
。
水

を
飲
ま
せ
て
、
体
を
冷
や
す

と
元
気
に
な
っ
た
。
こ
の
地

に
は
、
日
本
人
が
ほ
と
ん
ど

い
な
く
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や

プ
ー
ル
で
は
ジ
ロ
ジ
ロ
見
ら

れ
て
、
外
人
に
な
っ
た
よ
う

な
気
分
に
な
っ
た
。
け
れ
ど

も
皆
が
親
切
で
、
市
場
な
ど

で
も
必
ず
サ
ー
ビ
ス
し
て
く

れ
た
。
何
百
キ
ロ
も
走
っ
た

国
道
は
、
高
速
で
は
な
い
の

に
制
限
速
度
は
110
キ
ロ
で
あ

る
。
ど
ん
ど
ん
飛
ば
せ
る

が
、と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に「
ト
ッ

ペ
」
と
い
う
10
セ
ン
チ
余
り

の
盛
り
上
が
り
が
道
路
を
横

断
し
て
作
っ
て
あ
っ
て
、
そ

の
ま
ま
走
る
と
車
が
飛
び
上

が
る
の
で
、
危
な
く
て
町
の

周
辺
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
落
と

さ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
で

き
て
い
る
。
し
か
も
車
の
ス

ピ
ー
ド
が
自
動
で
計
測
さ
れ

て
い
て
、
速
度
が
目
の
前
に

大
き
く
表
示
さ
れ
て
驚
く
。

ス
ピ
ー
ド
が
出
過
ぎ
て
い
る

の
を
、
自
分
で
確
認
で
き
る

の
で
、
事
故
防
止
に
は
な
り

そ
う
だ
っ
た
。

　

以
上
、
メ
キ
シ
コ
で
目
に

付
い
た
、
日
本
で
は
見
ら
れ

な
い
新
し
い
事
実
な
ど
を
、

皆
様
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と

思
い
筆
を
執
っ
た
。

　

8
月
20
日
、
三
愛
病
院
に

て
、
岡
村
病
院
院
長
の
岡
村

高
雄
先
生
を
お
招
き
し
て
、

「
足そ

く

し趾
潰か

い
よ
う瘍
の
見
方
、
原
因
、

治
療
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
き
、
100
名
を

超
え
る
職
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

講
演
内
容
は
、
足
趾
潰
瘍

の
原
因
や
糖
尿
病
と
の
関
連

性
、
安
息
時
疼
痛
と
閉
塞
動

脈
硬
化
症
疾
患
と
の
違
い
な

ど
専
門
性
の
高
い
も
の
ば
か

り
。
ま
た
、
岡
村
先
生
が
熱

く
語
る
先
の

ス
ク
リ
ー
ン

に
は
、
手
術

の
様
子
や
症

例
の
写
真
が

次
々
と
映
し

出
さ
れ
ま
し

た
。
岡
村
先

生
の
「
閉
塞

か
ら
24
時
間

以
内
の
治
療

で
、
下
肢
を

よ
り
良
い
状

態
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

多
く
の
患
者
さ
ん
の
命
と
足

を
救
う
べ
く
、
講
演
活
動
を

行
っ
て
い
る
」
と
の
お
言
葉

に
は
、
医
師
と
し
て
の
使
命

感
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

三
愛
病
院
・
あ
う
ん
高
知

の
職
員
に
と
っ
て
、„
治
療

技
術
〝
と
共
に
„
熱
意
〝
を

注
入
さ
れ
た
よ
う
な
講
演
会

で
し
た
。

（
総
務
課
長　

大
山　

裕
）

講
演
内
容
に
一
同
、
驚
嘆
！

　
　岡
村
病
院
院
長

　講
演
会

三愛病院
あうん高知

トゥルム遺跡

コスメル島のホテルのプライベートビーチと
近くに停泊していた豪華客船

コスメル島のリゾートホテルにて

街の中を闊歩するイグアナ
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9
月
10
日
〜
15
日
、
高
知

県
立
美
術
館
に
お
い
て
第
44

回
高
知
県
オ
ー
ル
ド
パ
ワ
ー

文
化
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
、
細
木
病
院
グ

ル
ー
プ
か
ら
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
西
町
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
赤
と
ん
ぼ
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
さ
く
ら
ん
ぼ
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
い
ろ
は
が
工
芸
の
部
に

複
数
出
品
し
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
さ
く
ら
ん

ぼ
で
は
、
昨
年
10
月
に
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら

お
よ
そ
1
年
の
歩
み
を
、
多

く
の
方
に
見
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
、
利
用
者
さ
ん
が

こ
の
1
年
の
間
に
取
り
組
ん

だ
作
品
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
一
つ
の
作
品
に
ま
と
め

ま
し
た
。
塗
り
絵
、
書
道
、

手
芸
、
工
作
な
ど
通
所
中
に

少
し
ず
つ
仕
上
げ
て
い
っ
た

力
作
で
す
。
そ
し
て
、
秋
風

が
気
持
ち
良
く
感
じ
ら
れ
る

晴
天
の
日
に
、
高
知
県
立
美

術
館
へ
作
品
鑑
賞
に
利
用
者

さ
ん
と
出
か
け
ま
し
た
。
フ

ロ
ア
に
は
、
70
歳
代
、
80
歳

代
の
方
の
作
品
も
多
数
展
示

さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
を
侮

る
な
か
れ
と
あ
ら
た
め
て
強

く
感
じ
ま
し
た
。
利
用
者
さ

ん
か
ら
も
「
大
き
い
ね
」「
こ

れ
は
ど
う
や
っ
て
作
っ
た
ん

や
ろ
う
」
と
感
心
す
る
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
さ
ん

の
潜
在
能
力
を
う
ま
く
引
き

出
し
、
元
気
に
楽
し
く
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

さ
く
ら
ん
ぼ
主
任　

　

片
岡
美
女
）

　

細
木
秀
美
理
事
長
が
支
部

長
を
務
め
る
日
本
病
院
会
高

知
県
支
部
と
、
高
知
県
医
師

会
病
院
部
会
、
全
日
本
病
院

協
会
高
知
県
支
部
、
日
本
医

療
法
人
協
会
高
知
県
支
部
、

高
知
県
精
神
科
病
院
協
会
、

高
知
慢
性
期
医
療
協
会
の
高

知
県
6
医
療
団
体
の
共
催
に

よ
る
、
平
成
27
年
度
第
1
回

講
演
会
が
8
月
29
日
に
高
知

会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
Ｇ
Ｅ
ヘ
ル
ス
ケ

ア
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の

松
葉
香
子
先
生
に
「
こ
れ
か

ら
の
地
域
医
療
を
考
え
る
〜

政
策
動
向
、
海
外
事
例
を
踏

ま
え
た
考
察
」
と
題

し
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
現
在
、

国
や
都
道
府
県
が
進

め
て
い
る
地
域
医
療

構
想
を
踏
ま
え
、
講

演
会
に
は
県
内
の
医

療
関
係
者
が
多
数
参

加
さ
れ
、
将
来
の
高

知
の
医
療
を
考
え
る

有
意
義
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

オ
ー
ル
ド
パ
ワ
ー
文
化
展
に

　
　
　
　
　
　
　力
作
出
品

高
知
県
6
医
療
団
体
共
催

平
成
27
年
度
第
1
回
講
演
会
開
催

講演中の松葉香子先生

「今年も頑張りました !!」
デイサービスさくらんぼ

「お正月」
デイサービス赤とんぼＡ

「あじさい」
デイサービス赤とんぼＢ

「はりまや橋と花火」
デイサービスいろは

「花火の思い出」
グループホームのびのび西町

「十五夜とうさぎ」
グループホームにこにこ西町
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　敬老の日を記念して、細木病院南 1病棟に入院されて
いる味元榮さんが百歳のご長寿達成の表彰を受けられま
した。高知市の岡﨑誠也市長が細木病院を訪問され、内
閣総理大臣と高知市長からの賞状と記念品を味元さんに
直接手渡されました。

　11月 15 日（日）と 12 月 6 日（日）の両日、12 時 30 分
からＪＲ高知駅前のこうち旅広場イベントステージで、
さらに、13 時 30 分からと 14 時からの 2 回、はりまや橋
商店街アーケードで『細木病院グループ』が演舞します。
皆さん、ぜひ応援してください。

NO.86
《売店》
細木病院 新館地下
０８８-８２２-７２１１（代）/内線１６１０
三愛病院 １階
０８８-８４５-５２９１（代）/内線２６０

　新製品も続々登場！！
㈲積善会がご提供するインターネットショップ！
Ｚｅｎショップ！　新製品も続々登場！！
ぜひ一度ご覧ください、お待ちしております。

　低負荷での運動のため、体力に自信のない方や腰や膝に不安
のある方でも無理なくご利用いただけます。
・消費カロリーや運動時間が分かります。
・どこでも簡単、本を読みながら、テレビを見ながらいつでも手軽に！
・運動が楽しくなるカラーとインテリアにも馴染むデザイン。運動効果
も分かるメーター付き。

・椅子があれば狭いところでも運動できます。また、折りたためるコン
パクト設計のため、収納にも困りません。

（株）ユーキ・トレーディング身体を動かしましょう！

メーカー希望価格 6,156円  ⇒  4,860円（税込）

　　　　　　　　カラー4色（イエロー・グリーン・ブルー・ピンク）
ペダルエクササイザー PX-one

リハビリ訓練・ダイエットに!!

　お取り寄せ商品になります。ご注文は、積善会 
事務所または各売店までお申し付けください。

百歳のご長寿
おめでとうございます！

よさこい再び！
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等
に
対
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お
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に
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8仁生会は、国の次世代育成支援一般事業主認定と
高知県次世代育成支援企業の認証を受けています。

仁生会のホームページへ
www.jinsei-kai.com

細木ユニティ病院細木ユニティ病院

♬♬

♬

音楽療法コンサートのご案内音楽療法コンサートのご案内
　音楽には人の心を癒し元気づける力があります。音
楽療法は、音楽の持つ力を活用しながら、心身の健康
維持・増進、生活の質の向上を促進する療法です。

　細木ユニティ病院では、月 2 回ほど、Ｓ館 6 階で音楽療
法コンサートを開催しています。 
　無料で公開していますので、一 般の方もお気軽にお越
しください。
　＊駐車場はありません。公共の交通機関をご利用ください。
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。

◇
高
知
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ラ
ス

　秋
空
す
ず
風
コ
ン
サ
ー
ト
♪
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月
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日
（
土
）
午
後
2
時
〜

出
演
：
高
知
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ラ
ス

和
風
現
代
曲
や
和
風
ア
レ
ン
ジ
の
楽
曲
、馴
染
み
深
い
唱
歌
を
は
じ
め
、ソ
ロ
に
よ

る
古
典
長
唄
演
奏
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
を
お
届
け
し
ま
す
。

◇
三
味
線
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
に
よ
る
和
洋
三
重
奏

11
月
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日
（
金
）
午
後
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時
〜

出
演
：
杵
屋
彌
之
吉
（
細
棹
三
味
線
）

　
　
　宮
川
真
紀
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　
　
　北
村
真
実
（
ピ
ア
ノ
）

ご存じですか！？ ソーシャルワーカー
からのミニ情報
ソーシャルワーカー
からのミニ情報

『寝具洗濯乾燥消毒
 サービス』について

　インフルエンザの予防接種は、ご本人が希望されている場合にの
み行うものです。 
※事前予約は行っておりませんので、来院時にお申し出ください。
ただし､13歳未満の小児の場合は、小児科にて予約をお願いします。
接種期間 ： 平成27年10月1日～平成28年1月31日

＊自己負担金免除制度があります。詳しくは、市町村までお問い合わせく
ださい。

＊予防接種で100％感染を防ぐことはできません。手洗い、うがい、睡眠を
とるなど日頃より感染予防対策を心掛けることが大切です。

※予防接種を希望された方で、診察後接種ができなかった場合は、
下記の料金をいただくことになりますので、ご了承ください。

対　象　者 接種回数 接種費用

①65歳以上の方

②60歳から64歳で、心臓・腎臓・呼吸器・
ヒト免疫不全ウイルスで身体障害者手
帳1級を持っている方、またはそれに相
当する障害の程度の方（身体障害者手
帳をお持ちの方はご持参ください。）

③13歳以上64歳以下の方

④13歳未満の小児

1回

1回

2回

1,000円
（公費負担による）

※期間：平成27年10月1日
～平成27年12月31日

3,400円（税込）

6,800円（2回分税込）

診察の結果、接種不適合で実施できなかった場合
（ただし、問診票記入時点にて発熱等で接種不能時、
または65歳以上の公費対象の方は除く。）

780円（税込）

平成27年度　インフルエンザワクチン接種のお知らせ
（外来患者様）


